




要約:当センターで出生した、多胎児(双胎 35組 70 例、品胎 7組 21 例、四胎 2組 8例)を

対象として、1 歳 6 ヵ月時の身体的発育を単胎正常成熟児および早産低出生体重児と比較

した。正常成熟児と比較すると多胎児は体重・身長の発育の遅れを認めた。頭囲は品胎に

おいてのみ遅れを認めた。32 週未満の単胎低出生体重児と比較すると、双胎においては

体重・頭囲での遅れを認めた。また、双生児両児間の比較では、全体としての発育には有

意な差を認めなかったが、discordant twin においては、体重・身長で有意な差を認めて

いた。これらより、身体発育に関して、多胎児特有の発育障害因子の存在が示唆された。


